
校
生
73
人
が
出
場
し
た
。
本
大
会
は
、
毎

年
12
月
に
行
わ
れ
る
Ｈ
Ｅ
ｎ
Ｄ
Ａ
主
催

の
「
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」

（
＊
）の
山
梨
県
予
選
を
兼
ね
て
行
わ
れ
る
。

今
回
の
プ
レ
大
会
の
目
的
は
、
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
本
大
会
の
質
を
よ
り
高

め
る
と
同
時
に
、学
校
間
で
の
生
徒
・
教
師

の
交
流
、
指
導
力
の
向
上
を
進
め
、
県
全

体
で
の
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
認
知
を
高
め

て
、
英
語
教
育
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
だ
。

　
県
内
初
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
向
け
た

道
の
り
は
、
14
年
度
に
始
ま
っ
た
。
当
時

の
阿
部
邦
彦
山
梨
県
高
等
学
校
教
育
研
究

会
英
語
部
会
会
長
（
現
山
梨
県
教
育
委
員

会
教
育
長
）の
発
案
を
受
け
て
、同
年
６
月
、

英
語
部
会
総
会
で
２
年
後
の
大
会
実
施
が

決
議
さ
れ
た
。
大
会
に
企
画
段
階
か
ら
か

か
わ
る
英
語
部
会
の
池い

け

谷や

佐
知
子
副
会
長

（
韮に

ら

崎さ
き

高
校
教
頭
）
は
、
こ
う
語
る
。

　「
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
英
語
の
４
技
能
を
総

合
的
に
育
成
で
き
る
活
動
で
あ
り
、CA

N
-

D
O

リ
ス
ト
の
到
達
目
標
の
１
つ
で
も
あ

り
ま
す
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
県
内
に
広
め
る

こ
と
で
、
生
徒
の
英
語
力
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
準
備
は
、
教
師
自
身
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

知
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。既
に
英
語
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
を
開
催
し
、
そ
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
近
隣
県
の
英
語
教
師
や
、
英

語
教
育
を
専
門
と
す
る
大
学
教
員
ら
を
招

い
て
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
魅
力
や
教
育
効
果
、
指
導

　
２
０
１
６
年
２
月
、「
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ

ｈ
ｉ
　

Ｃ
ｕ
ｐ
　

２
０
１
５
」
の
開
会
式
会

場
の
山
梨
県
立
甲
府
昭
和
高
校
の
ホ
ー
ル

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
出
場
す
る
高

校
生
や
引
率
の
教
師
、
応
援
に
駆
け
つ
け

た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
県
内
の
中

学
・
高
校
の
英
語
教
師
や
中
学
生
ら
、
多

く
の
観
客
が
詰
め
か
け
て
い
た（
写
真
１
）。

　
こ
の
大
会
は
、
16
年
度
に
実
施
予
定
の

山
梨
県
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
の

本
大
会
に
向
け
た
「
プ
レ
大
会
」
と
し
て

実
施
さ
れ
、
山
梨
県
内
の
高
校
10
校
、
高

＊詳しくは全国高校英語ディベート連盟（HEnDA）のウェブサイトをご覧ください。
　http://henda.global/
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２
年
間
を
か
け
て

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は
何
か
を
知
る
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高
校
生
が
英
語
力
、
論
理
的
思
考
力
を
競
う
！

県
の
英
語
教
育
の
底
上
げ
を
目
指
し
、

山
梨
県
で
初
の
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
を
開
催

２
０
１
６
年
２
月
、
山
梨
県
立
甲
府
昭
和
高
校
に
お
い
て
、
山
梨
県
で
初
め
て
の
全
県
規
模
と
な
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
「
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
　
Ｃ
ｕ
ｐ
　
２
０
１
５
」
が

開
催
さ
れ
た
。
山
梨
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
の
英
語
部
会
が
中
心
と
な
り
、
先
進
県
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
２
年
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
。

県
立
・
私
立
計
10
校
、
73
人
の
高
校
生
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
が
参
加
し
た
大
会
当
日
の
模
様
と
、
大
会
開
催
に
至
る
道
の
り
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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法
な
ど
を
学
び
、
各
校
は
授
業
に
積
極
的

に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

　
早
速
、
実
戦
に
も
参
加
。
14
年
12
月
、

山
梨
県
立
谷や

村む
ら

工
業
高
校
（
現
山
梨
県
立

都つ

留る

興
譲
館
高
校
）
が
山
梨
県
勢
と
し
て

は
初
め
て
「
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
」
に
出
場
、
翌
年
２
月
、
山
梨
県

立
甲
府
昭
和
高
校
が
「
高
校
生
英
語
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
」
に
出

場
し
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
堂
々
と
披
露
す
る

な
ど
、
徐
々
に
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
プ
レ
大
会
の
開
催
は
、
15
年
６
月
の
英

語
部
会
総
会
で
決
定
。
前
年
に
引
き
続
き
、

講
演
会
な
ど
を
開
き
、
同
年
10
月
に
は
、

山
梨
県
立
吉
田
高
校
が
「
全
国
高
校
生
英

語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
参
加
し
て
善
戦
し
た
。
そ
れ
ら
の

経
験
を
英
語
部
会
の
中
で
共
有
す
る
中
で
、

教
師
・
生
徒
の
間
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
特
別

な
も
の
と
す
る
意
識
は
薄
ら
い
で
い
っ
た
。

　
大
会
準
備
は
、吉
田
高
校
が
事
務
局
（
英

語
部
会
会
長
・
坂
本
明あ

き

大ひ
ろ

校
長
、同
副
会
長
・

相
沢
季き

里り

教
頭
）、
甲
府
昭
和
高
校
（
同
副

会
長
・
三
浦
浩こ

う

一い
ち

教
頭
）
と
韮
崎
高
校
が

協
力
校
と
な
り
、
企
画
か
ら
開
催
ま
で
英

語
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
。

　「
英
語
部
会
が
、
県
教
育
委
員
会
、
県
教

育
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
準
備

を
進
め
る
こ
と
で
、
公
立
・
私
立
を
問
わ

ず
県
内
全
て
の
高
校
が
、
研
修
や
大
会
に

か
か
わ
る
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
意
図
や
重
要
性

に
つ
い
て
も
学
校
間
で
目
線
合
わ
せ
が
で

き
た
こ
と
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
池
谷
副
会
長
）

　
県
主
催
の
大
会
と
し
て
は
後
発
だ
っ
た

こ
と
も
幸
い
し
た
。
山
梨
県
は
、
埼
玉
県

や
長
野
県
な
ど
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
先
進
県
に

隣
接
し
て
い
る
た
め
、
他
校
の
視
察
や
講

師
の
招

し
ょ
う

聘へ
い

が
比
較
的
容
易
に
進
み
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
プ
レ

大
会
で
も
、５
人
の
ジ
ャ
ッ
ジ（
図
１
）の

う
ち
４
人
は
両
県
か
ら
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

指
導
の
第
一
人
者
を
招
き
、
試
合
の
判
定

と
講
評
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
、
大
学
か
ら

も
ジ
ャ
ッ
ジ
を
招
く
こ
と
で
、
大
会
の
質

を
担
保
で
き
た
と
、
池
谷
副
会
長
は
言
う
。

　「
ジ
ャ
ッ
ジ
の
先
生
を
始
め
、
先
進
県
の

先
生
方
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
開
催

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
デ
ィ
ベ
ー
ト
大

会
を
実
施
す
る
場
合
は
、
先
進
県
の
交
流

の
輪
に
入
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
て
い

く
こ
と
が
鍵
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
も
ち
ろ
ん
、
実
施
に
至
る
ま
で
の
道
の

り
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
な
か
っ
た
。
何

よ
り
も
懸
念
さ
れ
た
の
は
教
師
の
負
担
だ
。

　「
県
を
挙
げ
て
の
大
会
と
な
る
と
、
準
備

や
生
徒
へ
の
指
導
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
上
、
私
た
ち
教
師
自
身
が
デ
ィ
ベ
ー

ト
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
大
会

出
場
を
た
め
ら
う
大
き
な
要
因
に
な
っ
て

い
ま
し
た
」（
池
谷
副
会
長
）

　
ま
た
、
同
県
で
は
毎
年
、
英
語
の
ス
ピ
ー

チ
・
コ
ン
テ
ス
ト
と
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
各
校
が

２
年
ご
と
に
幹
事
校
と
な
る
。
そ
の
運
営
・

指
導
に
加
え
て
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
ま
で

行
う
の
は
厳
し
い
と
い
う
声
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
声
に
対
し
て
は
、
２

年
間
と
い
う
時
間
を
か
け
て
準
備
や
勉
強

会
を
重
ね
て
い
き
、
少
し
ず
つ
理
解
を
得

て
い
っ
た
。
大
会
運
営
の
責
任
者
で
あ
る

事
務
局
長
の
上か

み

村む
ら

泰
子
先
生
（
吉
田
高
校
）

も
、
当
初
は
不
安
を
抱
え
る
１
人
だ
っ
た
。

　「
英
語
で
考
え
て
、
討
論
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
本
校
の
生
徒
に
で
き
る
の
か
、
大

会
の
実
施
が
決
ま
っ
た
後
も
心
配
で
し
た
。

し
か
し
、
先
進
県
の
試
合
を
見
学
し
、
生

き
生
き
と
討
論
す
る
生
徒
の
姿
を
見
て
、

考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
同
じ
高
校
生
な

の
だ
か
ら
、
山
梨
の
高
校
生
に
も
で
き
る

は
ず
。
何
よ
り
も
、
自
分
の
生
徒
に
同
じ

写真 1　会場には、出場者のほかに、応援団のクラスメー
ト、英語に関心が高い中学校教師や中学生も集まった。

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

埼
玉
県
、
長
野
県
な
ど
近
隣
の

先
進
県
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収

生
徒
た
ち
の
変
化
が

教
師
の
不
安
を
払
し
ょ
く

山
梨
県
立
吉
田
高
校

上
村
泰
子

か
み
む
ら
・
や
す
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
５
年
目
。
山
梨
県

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
事

務
局
長
。

山
梨
県
立
韮
崎
高
校

教
頭池谷

佐
知
子

い
け
や
・
さ
ち
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
１
年
目
。
山
梨
県

高
等
学
校
教
育
研
究
会
英

語
部
会
副
会
長
。
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決
ま
る
。
全
試
合
に
勝
っ
て
も
優
勝
で
き

る
と
は
限
ら
ず
、
ジ
ャ
ッ
ジ
の
採
点
が
確

定
す
る
ま
で
順
位
の
行
方
は
分
か
ら
な
い
。

　
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
論
題
は
、「
日
本
は
、
法

的
な
成
人
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
べ

き
で
あ
る
」（
プ
レ
大
会
で
あ
る
た
め
、
過

去
の
全
国
大
会
の
論
題
を
使
っ
た
）。
出
場

登
録
で
き
る
の
は
１
校
８
人
ま
で
で
、
試

合
に
出
ら
れ
る
の
は
そ
の
う
ち
３
〜
４
人

だ
。
３
試
合
で
全
て
の
チ
ー
ム
が
肯
定
側
・

否
定
側
の
両
方
の
立
場
を
経
験
す
る
よ
う

に
組
み
合
わ
さ
れ
た
。
既
に
県
外
で
複
数

の
試
合
に
出
場
し
た
経
験
の
あ
る
チ
ー
ム

か
ら
、デ
ィ
ベ
ー
ト
に
初
挑
戦
と
い
う
チ
ー

ム
ま
で
、
各
校
の
レ
ベ
ル
は
様
々
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
内
で
メ
モ
を
回
し
て
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
共
有
す
る
チ
ー
ム
も
あ
れ
ば（
写

真
３
）、
言
葉
に
詰
ま
っ
て
沈
黙
が
続
く

チ
ー
ム
も
あ
っ
た
が
、
自
分
の
考
え
を
き

ち
ん
と
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
相
手
の

主
張
に
耳
を
傾
け
る
マ
ナ
ー
の
良
さ
は
、

ど
の
チ
ー
ム
に
も
共
通
し
て
い
た
。

　
毎
回
の
試
合
後
に
は
、
ジ
ャ
ッ
ジ
が
各

チ
ー
ム
１
人
の
「
ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
」

を
発
表
し
、試
合
を
講
評
し
た
（
写
真
４
）。

「
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

単
な
る
意
見
」「
質
問
は
次
の
ア
タ
ッ
ク
に

つ
な
が
る
よ
う
に
誘
導
し
よ
う
」
と
い
っ

た
、
全
国
大
会
を
見
据
え
た
実
戦
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
な
さ
れ
、
出
場
し
た
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
、
試
合
を
見
守
っ
て
い
た
教
師

や
生
徒
た
ち
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
、
私
自

身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
」

　
上
村
先
生
が
プ
レ
大
会
の
成
功
を
確
信

し
た
の
は
、
吉
田
高
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
英
会

話
部
）
が
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
参
加

し
た
時
だ
。
不
安
を
口
に
し
な
が
ら
会
場

入
り
し
た
生
徒
た
ち
が
、
帰
り
の
車
中
で

は
興
奮
し
た
面
持
ち
で
大
会
の
感
想
を
英

語
で
語
り
合
い
、
学
校
に
到
着
す
る
ま
で

明
る
い
会
話
が
途
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　「
初
め
て
の
公
式
戦
で
12
チ
ー
ム
中
６
位

と
い
う
成
績
を
残
し
、『
自
分
た
ち
も
や
れ

ば
で
き
る
ん
だ
』
と
い
う
手
応
え
や
充
実

感
を
得
た
の
で
し
ょ
う
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
へ

の
意
欲
が
高
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
大
会

を
通
し
て
生
徒
の
気
持
ち
が
団
結
し
て
い

く
様
子
を
見
て
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
心

の
底
か
ら
思
い
ま
し
た
」（
上
村
先
生
）

　
プ
レ
大
会
に
は
10
校
が
出
場
し
、
１
校

に
つ
き
３
試
合
が
行
わ
れ
た
（
写
真
２
）。

試
合
は
全
国
大
会
予
選
と
同
じ
ル
ー
ル
で

進
め
ら
れ
、
チ
ー
ム
の
勝
ち
点
、
対
戦
相

手
の
勝
敗
、英
語
力
を
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
を
総
合
し
て
順
位
が

　
９
時
に
第
１
試
合
が
始
ま
り
、
14
時
頃

に
全
試
合
が
終
了
。
参
加
者
全
員
が
ホ
ー

ル
に
集
ま
り
、
ジ
ャ
ッ
ジ
一
人
ひ
と
り
が

講
評
を
述
べ
た
後
、
阿
部
教
育
長
が
登
壇

し
、「
山
梨
県
の
英
語
教
育
の
エ
ポ
ッ
ク

メ
ー
キ
ン
グ
の
日
に
な
っ
た
」
と
大
会
の

成
功
を
祝
っ
た
。
最
後
に
、
試
合
結
果
が

発
表
さ
れ
、
優
勝
は
吉
田
高
校
、
２
位
は

甲
府
西
高
校
、
３
位
は
甲
府
南
高
校
に
決

ま
り
、
３
チ
ー
ム
が
登
壇
し
て
の
表
彰
式

が
実
施
さ
れ
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
初
め
て
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
は
成
功
裏

写真４　試合後にはジャッジが試合内容を講評し、ディベー
トに勝つためのポイントを伝授。それを熱心に書き取る生
徒もいた。

写真２　 試 合 は 肯 定 側（Affi  rmative Side） と 否 定 側
（Negative Side）に分かれ、「立論」「アタック」「ディフェ
ンス」「総括」の４段階でスピーチを行い、「立論」「アタッ
ク」では質疑応答も行う。

写真３　次のスピーチの作戦を練るために、相手のスピーチ
の内容や自分の考えを付せんに書き、チーム内で共有する姿
も見られた。

大
会
運
営
体
制
の
整
備
と

参
加
校
の
増
加
が
課
題

い
よ
い
よ
迎
え
た
本
番

10
校
73
人
の
生
徒
が
敢
闘
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に
終
わ
り
、
大
会
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
獲
得

以
上
の
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。
何
よ

り
の
成
果
は
、
大
会
の
準
備
や
研
修
を
通

し
て
、
教
師
間
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
対
す
る

理
解
が
広
が
り
、
多
く
の
学
校
が
研
究
発

表
会
や
公
開
授
業
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り

上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
に

伴
い
、
他
教
科
に
も
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
重
要

性
が
認
知
さ
れ
、
国
語
や
地
歴
・
公
民
で

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
学
校

も
あ
る
と
い
う
。「
生
徒
を
大
会
に
出
場
さ

せ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
指
導
は
ま
だ
で
き
て

い
な
い
け
れ
ど
も
、
授
業
で
実
践
し
て
み

よ
う
と
い
う
教
師
も
増
え
て
お
り
、
所
期

の
目
的
が
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自

校
の
生
徒
は
大
会
に
不
参
加
で
も
、
大
会

運
営
に
協
力
し
て
く
れ
た
教
師
も
い
ま
し

た
」と
、池
谷
副
会
長
は
手
応
え
を
述
べ
る
。

　
今
後
に
向
け
た
課
題
も
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
そ
の
１
つ
が
、
各
校
の
負
担
の

軽
減
だ
。
今
回
の
プ
レ
大
会
は
、
他
の
コ

ン
ク
ー
ル
と
同
様
に
、
英
語
部
会
の
事
務

局
と
な
っ
て
い
る
学
校
が
幹
事
校
と
し
て

運
営
を
主
導
し
た
。
今
後
は
、
英
語
部
会

の
事
務
局
と
は
別
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
独

自
の
事
務
局
を
設
け
て
、
１
大
会
に
つ
き

３
校
が
幹
事
校
と
な
る
共
同
運
営
体
制
を

検
討
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ど
の
学
校

が
幹
事
校
に
な
っ
て
も
運
営
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
、
汎
用
性
の
高
い
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
予
定
だ
。

　
い
か
に
参
加
校
を
増
や
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
も
、
大
き
な
課
題
だ
。

　「
英
語
力
の
高
い
学
校
で
な
け
れ
ば
大
会

に
出
場
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
教
師
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

は
一
見
難
し
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
使
う

言
葉
や
発
言
時
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
あ
る

程
度
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、準
備
さ
え
し
っ

か
り
で
き
て
い
れ
ば
、
ど
の
学
力
層
の
生

徒
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
情
報
交
換
や
研

修
会
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

１
校
で
も
多
く
の
学
校
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
上
村
先
生
）

　
山
梨
県
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
「
ル
ー
ル

の
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と

も
捉
え
、
各
教
科
だ
け
で
な
く
、
学
校
で

の
教
育
活
動
全
体
に
応
用
で
き
る
と
考
え

て
推
進
し
て
い
る
と
い
う
。
16
年
春
に
は
、

全
国
大
会
予
選
と
な
る
本
大
会
の
準
備
が

始
ま
る
。
プ
レ
大
会
の
総
括
を
基
に
ま
と

め
た
改
善
点
を
英
語
部
会
で
共
有
し
た
上

で
、
６
月
の
英
語
部
会
総
会
で
本
大
会
の

詳
細
を
固
め
る
予
定
だ
。

優勝チームインタビュー　　山梨県立吉田高校　ESSディベートチーム

　私たちは、ESSの有志で、2015年度に発足したチー

ムです。今回は、甲信越ブロック大会に続く、２回目の

公式戦でした。山梨県で初めて開催されたディベート大

会で優勝できて、光栄です。

　勝因は、事前準備がしっかりできたことだと思います。

情報収集はチーム全員で行い、必ず共有して頭にたたき

込むようにしました。また、自分たちの論に穴はないか、

あるいは相手の論を予想し、どのようにアタックするの

か、本番を想定して討論の中身を徹底的に検討しました。

　一度でき上がったコンストラクティブ・スピーチの原

稿を、丸ごと書き直したこともありました。全員が納得

した論に基づいて、メンバーの１人が原稿を書きました

が、さらに検討した結果、主張が抽象的で、根拠に乏し

いことに気づき、別の論を立てることになったのです。

論を書いた本人はもちろん、メンバー全員ショックを受

けましたが、「勝つためには必要なこと」と納得し、励

まし合いながら準備を続けました。

　本番では、自分たちの考えをなかなか英語で表現で

きないことにもどかしさを感じる場面もありましたが、

チームワークでカバーできました。相手の質問やアタッ

クを聞いている

間に、メンバー

各自が考えたこ

となどを付せん

に書いて回し、

全員で共有する

ことで、ディ

フェンスやサマリーがスムーズにできて、ジャッジに良

い印象を与えられたと思います。

　ディベートの魅力は、英語力だけでなく論理的思考力

や表現力も身につくことだと思います。そのような力は、

社会に出た後も、プレゼンテーションや交渉の場面で生

きてくるはずです。また、ディベートに取り組んだこと

で、国語や数学などの他教科の学習方法も変わりました。

教科書を読みながら、「なぜだろう」「本当にそうなのか」

というように深く考える習慣がつき、批判的な読み方や

論理的なアプローチができるようになりました。

　次の目標は、2016年度の県大会で優勝し、全国大会

に出場して好成績を残すことです。これからもメンバー

で力を合わせて、スキルを磨いていきたいと思います。

勝因は、徹底した事前準備とメンバーのチームワーク

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです
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